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講
師
　
安
田
𠮷
人
氏

　
　
　
　
（
中
央
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
日
時
　
平
成
30
年
10
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

　
会
場
　
福
生
市
中
央
図
書
館
二
階
学
習
室

　
定
員
　
30
人
　※

先
着
順

　
申
込
　
9
月
22
日（
土
）
午
前
10
時
よ
り

　
　
　
　
電
話
ま
た
は
下
記
窓
口
で
受
付
い
た

　
　
　
　
し
ま
す
。

■ 福生市郷土資料室
〒197-0003  福生市大字熊川850番地1　 電話  042-530-1120

開館日時　　　午前10時～午後5時
　　　　　　　月曜日休館  ※祝日の場合は開館し、翌平日休館
ホームページ　http://www.museum.fussa.tokyo.jp

特
別
展
示
記
念
講
演
会「
役
者
絵
の
歴
史
」　

平
成
30
年
９
月
22
日（
土
）〜
11
月
25
日（
日
）

上  安達吟光「大江戸芝居年中行事」顔寄せの式　明治30年（1897）
中  安達吟光「大江戸芝居年中行事」披露目の口上　明治30年（1897）
下  豊原国周「早晩稲守田当秋」 明治2年（1869）



　

天
保
の
頃
の
芝
居
小
屋（
劇
場
）の
様
子
や
し
き
た
り
を
、
二

五
枚
の
錦
絵
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
後
失
わ
れ
る
恐
れ
の

あ
る
従
来
の
歌
舞
伎
の
し
き
た
り
な
ど
を
錦
絵
と
し
て
記
録
、

出
版
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
一
枚
に
つ

き
一
つ
の
テ
ー
マ
を
画
面
と
文
章
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

「
大
江
戸
芝
居
年
中
行
事
」

　

義
士
四
十
七
と
は
、
江
戸
の
吉
良
義
央
邸
に
討
入
り
主
君
の

仇
を
討
っ
た
赤
穂
浪
士
大
石
良
雄
ら
四
六
人
と
、
仇
討
ち
の
と

き
姿
を
消
し
た
寺
坂
吉
右
衛
門
を
含
め
た
四
七
人
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
義
士
四
十
七
図
は
、
討
入
り
に
関
わ
っ
た
義
士
ら
の

印
象
的
な
場
面
を
描
い
た
も
の
で
す
。

「
義
士
四
十
七
図
」

　

明
治
天
皇
の
御
前
で
演
じ
ら
れ
た
最
初
の
歌
舞
伎

が「
勧
進
帳
」で
す
。
天
覧
歌
舞
伎
を
記
念
し
て
版
行

さ
れ
た
錦
絵
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
歌
舞
伎
十
八
番
の
内　
勧
進
帳
」

安
達
吟
光「
大
江
戸
芝
居
年
中
行
事
」引
幕
と
口
上
　
　
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

鳥
居
清
貞「
大
江
戸
芝
居
年
中
行
事
」読
み
立
て
　
　
　
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

尾
形
月
耕「
義
士
四
十
七
図
」浅
野
内
匠
頭
家
来 

大
石
内
蔵
助
良
雄
　
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）

豊
原
国
周「
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
　
勧
進
帳
」
　
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）

尾
形
月
耕「
義
士
四
十
七
図
」堀
部
弥
兵
衛
金
丸
　
　
　
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）

　
本
特
別
展
示
で
は
、
明
治
の
歌
舞
伎
に
関
す
る
錦
絵
を
選
り
す
ぐ
り
展
示

い
た
し
ま
す
。
洗
練
さ
れ
た
線
で
描
か
れ
た
人
物
、
美
し
く
上
品
な
歌
舞
伎

の
衣
装
、
臨
場
感
溢
れ
る
各
演
目
の
見
せ
場
な
ど
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歌
舞
伎
を
描
い
た
明
治
の
錦
絵

き
ら
よ
し
な
か


